
当院は、 （公財）日本医療機能評価機構の認定を受けています。

鶴岡市立湯田川温泉
リハビリテーション病院の
基 本 理 念

私たちは、患者・利用者の皆様の尊厳と自己決定権を尊重し、
心の通った医療、介護とリハビリテーションを提供します。
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　例年にも増して暑さが厳しい夏となりました。皆様いか
がお過ごしでしょうか。夏の疲れが出やすい時期ですので、
自分の体を労りながら日々健康に過ごしたいものですね。
山形は一年を通して美味しい旬の物で溢れていますが、こ
れからの季節はやっぱり芋煮が楽しみです。 （A.I）

　７月２６日に４年ぶりのふれあい看護体験が開催されました。
　最初に武田院長より当院についての説明をしていただき、その後病院内を見学
しました。
　リハビリ室での見学では、実際の訓練場面や様々な設備を見学していただき、
リハビリ病院ならではの充実したリハビリを提供していることに驚きの声が聞か
れました。
　高齢者体験では、サングラス・軍手・重りを身につけ、歩行器や車椅子の操作
等を体験しました。普段とは違う見え方や身体の動きにくさを体験し、高齢者の
視点に立った援助の重要性を学ぶことができました。また、実際に車椅子を使用し、
患者さんとの屋外散歩を体験しました。患者さんへの援助やコミュニケーション
を通して、看護師の視点から患者さんに必要な声掛けや配慮を学ぶことができま
した。
　今回、看護師の仕事を見学・体験できる貴重な機会だったと思います。将来、
自分の目指す看護師像に近づくことができるよう、心より応援しています。

実行委員　本間 紅莉　 山口 明莉

ふれあい看護体験に参加してみて
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　8 月 23 日、病院の夏祭りが開催さ
れました。
　会場としたリハビリ訓練室は、紅白
幕やちょうちん、出店の旗でにぎやか
に装飾され、いつもリハビリをしてい
る場所とは違う雰囲気に患者さんも驚
いている様子でした。
　今年は新型コロナウイルスが 5 類に
移行され、規制が緩和されていく中で
の開催となったため、出店に加えてお

楽しみコーナー、病院新入職員の踊りなど盛り沢山の内容となりました。
　出店のかき氷や焼きそば、たこ焼きなど、昼食後の時間だったにも関わらず売れ行きも
良く、おかわりをされる患者さんの姿が多く見られました。また、お楽しみコーナーや輪
投げのゲームコーナーも盛り上がり、「楽しいっけー」、「またリハビリ頑張らねばねのー」
と言っていただき、笑顔を見せながら楽しむ患者さんの姿が印象的でした。
　毎日のリハビリや決まったタイムスケジュールの中で、また、家族との面会がなかなか
出来ないなどフラストレーションが溜まる生活環境の中、こういった行事を行うことで息
抜きやリハビリへの意欲向上に繋がったようで、開催できて良かったと思いました。
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抜きやリハビリへの意欲向上に繋がったようで、開催できて良かったと思いました。

　8月 24日～ 29日にかけて『湯田川デイケア夏祭り』が盛大に開催されました。
　今年度のテーマは『いつもリハビリ頑張ってるから、ちょっとひと休み』
　夏祭りらしくフライドポテト、水まんじゅう、かき氷が振る舞われ、『おかわり！』『練
乳多めで！』『小豆が足りない！』など賑やかな催しとなりました。
　会食後にはビンゴ大会が開催され、豪華景品を持ち帰ろうと積極的に取り組む様子も見
られ、『数字出ねなー』『回しかたが悪いんじゃないか』と叱咤激励も多く聞かれました。
　当デイケアでは、今後も利用者さんが楽しめる行事を季節に合わせて計画していきたい
と思います。
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